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今年度最後の進路指導部通信となりました。 

最近では新型コロナウイルスの感染状況も落ち

着きを見せ始め、兵庫県のまん延防止等重点措置も

２１日に解除となりました。と同時に季節も一気に

春めいてきました。ただ、先行きは不透明な部分も

多く、気は抜けない状況だと思います。明日から春

休みとなりますが、春の陽気に誘われて気を緩めす

ぎることのないよう、自覚ある行動を心掛けてくだ

さい。 

              

進路相談について 

１，２年生の進路相談が終わりました。２年生は 1年生の時の相談ではほとんどの

人が言えなかった「働く人間になるための４つの柱」も今回はほとんどの人が言える

ようになっていました。また、過去の実習の事、自分の長所短所等、面接で聞かれる

内容についてもよく準備して臨んでいたように感じられました。さらに、これが一番

大切なことだと思うのですが「自分の進路と向き合う姿勢」という点においても意識

の高まりを感じさせるものがありました。 

これまで何度も結合実習事前面接に同席させてもらいましたが、面接ではよく聞か

れる内容として、①これまでの実習先、業務内容、実習の感想 ②自分の長所短所 ③

学校の事（どんな学校か、部活、委員会の事など） ④休日の過ごし方、趣味 ⑤実

習先の会社について（何をしている会社か、スーパーなら利用したことがあるか）等

があります。 

どれも事前に内容を整理して答えられるようにしておきたいものです。長所短所に

ついては仕事に関する面接ということなので、実習先の会社の業務内容に沿った内容

（スーパーならあいさつが元気よくできる（長所）、複数の事を同時におこなうこと

は苦手（短所）というように）を考えておくことが大切です。働くという広い意味で

考えた場合にも、自分の長所短所（得意なところと苦手なところ）がわかっているこ

とは大事なことです。 

1 年生については「働く人間になるための４つの柱」が言えた人はほとんどいませ



んでした。ただ「答え合わせ」をしながらこの 1年を振り返ってみると、多くの人は

「言えないが内容の実践はできている」という感じがしました。「言うことはできて

いるが、実践が伴っていない」よりは良いと思います。来年度の進路相談では「言え

るし、実践もできている」ようになっていることを期待しています。 

 

来年度について 

来年度の進路関係の行事については以下の通りです。ただ、最近は感染状況も落ち 

着きを見せ始めているとはいえ、予断を許さない状況です。この 1年を振り返っての

印象として、職場見学→現場実習→結合実習の順に実施が難しくなる感じがしていま

す。 

そのため、年生秋の現場実習の段階から「表向きは現場実習だが、実際は結合実習」 

という実習をおこなうことが多くなってきています。 

できれば３年生の春の現場実習までは「現場実習」をおこない、進路相談後あたり 

から「1回目の結合実習」を、と思っているのですが、通信の 7号でも触れたように

他の職業科の学校の動きが早く、私共が考えるような準備期間はとりにくい状況にあ

ります。進路は「まだ先のこと」なのではなく、早くから自分の進路についての意識

を高める必要があります。 

  1 年生 ２年生 ３年生 

5 月 

 

 

・進路全体会 

 （５月１３日） 

・現場実習説明会 

・進路全体会 

（５月１３日） 

・現場実習説明会 

・進路全体会 

（５月 13 日） 

6 月 ・校内実習 

（５月３０日～６月３日 

6 月６、1０日） 

・特別実習 

（６月７、８、９日） 

・春の現場実習 

（５月３０日～6 月 1０日） 

・春の現場実習 

（５月３０日～6 月 1０日） 

・進路相談会 

（6 月２２日～２４日） 

・結合実習（年度内随時） 

10 月 進路セミナー（全学年）・現場実習説明会（１・２年）（10 月２８日） 

11 月 ・秋の現場実習 

（11 月１４日～11 月２５日） 

・秋の現場実習 

（11 月１４日～11 月２５日） 

 

2 月 ・二者懇談 

（2 年の懇談会後） 

・四者懇談 

（文化祭後） 

・内定実習 

（2 月６日～2月 1７日） 

保護者のみなさま、この１年間進路指導部の取り組みに対し、ご理解とご協力を

賜りありがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。 


